
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山の緑も日一日と深まり、初夏の風も爽やかな５月 23 日の土曜日、箕面市萱野中央人権文化セン

ター「らいとぴあ 21」において開催した 2015 年度の定期総会は 31 人の役員・常任幹事の出席と９人

の委任状のもと提案された報告事項及び活動方針などの諸議案は全て承認、可決されました。 

今年の総会は特定の民族や国籍の外国人に対する差別的発言(ヘイトスピーチ)が社会的関心を

集めている中、昨年 11 月に市立中央生涯学習センター内の掲示板に「チョウセンクサイ」といつた差

別落書きが市民により発見されたこと、そして今年１月に市役所本館１階待合ロビーのソファーに「金く

れサル カタワはくるな」といった差別落書きが発見されたことは、重大な人権侵害事案であると受け

止め、人権協と在日韓国・朝鮮人保護者会(トッキの会)と共同で市長と教育長に適切な対応を求める

要請をし、今も継続して協議を続けていること等の報告をはじめ、昨年度まで(特活)暮らしづくりネット

ワーク北芝が事務局を担っていた「みのお市民人権フォーラム」は今年で第 30 回という節目の年を迎

えるにあたって人権協が事務局機能を受託することになったこと、それに伴い事務局体制も強化充実

すること、また、今年は先の世界大戦が終結して 70 年という節目の年でもあるので 50 から 70 文字以

内に纏める「ヒューマンメッセージ(いのちのことば)大賞」事業を人権フォーラムに合わせて実施するこ

と、また、震災抜きに人権は語れないと支援活動にとりくんできた東日本大震災について、復興・復旧

の現状や被災者の思いを人権の視点で見分し、体感するため今年も被災地を訪問すること、その他、

市行政をはじめ企業、学校、関係団体や市民の取組まれる人権研修に講師の派遣やコーディネート

を行うなど人権協が人権の市民応援団として活動することなどの方針を承認、可決されました。 

総会に引き続いての人権啓発講演会は交通事故で右手、右足を失くされた障害者市民問題啓発

研究部会長の大道広子さんに講師をお願いし「ありのままを見てほしい」と題して前田事務局長との掛

け合いで、これまで生きてこられた体験や思いをお話しいただきました。大道さんは、高校生の時に交

通事故に遭われたとのことですが、家政婦を夢見ていた、いわゆる「五体満足」の少女がある日突然

身体障害者となり精神的にも先が見えない状態であったが家族や友人の支えにより、リハビリ、復学、

運転免許取得、身体障害者国体で水泳の金メダル獲得等々人の３倍頑張ることができた。(某氏には

頑張らなくて良いと言われた) しかし、子どもの出生について彼の母親が子育てを心配し反対され、

結果的には彼とも別れたが、授かった命を大切にと自分の信念を通し出産し愛子と名付けた話、「海・

温泉物語」と名付け毎年娘と海水浴と温泉に行き、娘と一緒に他人の視線を体感している話、その他

箕面市人権啓発推進協議会 

会長  仲野 公 

「わっと」は当協議会の愛称です。 
人権ってなに？の「Ｗｈａｔ」と人権の輪が「わっと」 
広がってほしい願いが込められています。 

次ページへ 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

人権協事務局長  

ヒューマンネットワーク 21代表 前田 功 

 箕面市人権啓発推進協議会の定期総会が去

る５月 23 日に行われ、今年度の活動方針案が

決定されました。 

人権協の活動の柱は大きく７つの分野であり

ますが、その中でも今年で３回目になる、「東日

本大震災を記憶し、語り続けるために」被災地

義援行動を行うことが決定されました。 

私たちは 20 年前の｢阪神･淡路大震災｣を経

験しました。多くの問題は今なおありますが、全

国の皆さんの支援等により立ち上がり、復興を

果たしてきたと思います。 

一昨年、昨年と人権協の呼びかけで多くの人

権協関係者が東北の被災地におもむき、見るこ

と･聞くこと･体感することを行ってきました。 

そしてその復興の現状や大震災の爪痕をしっ

かりと受け止め、特に高齢者や、障がい者市民

の現状、子どもたちの心に受けたメンタルな問

題などをお聞きしてきました。 

障害者と共に働き貴重な体験をした話などなど明るく気さくに話され、人を大事にすることが大切であ

ると締めくくられました。自分の生き様について信念をもって話されたことに感銘し、人はそれぞれの

環境や立場の違いはあるが親子、家族、人間関係が大切であることが良く分り、正に人権を尊重する

社会が必要だと考えさせられました。 

複雑多様化する現代社会におきまして、自動虐待、DV、ストーカーによる殺傷事件など尊い人命を

奪う人権侵害の事件が発生している今日、私たちは何をすべきなのか人権の視点から考える良い機

会となった総会、講演であったかと思います。 

追伸、講演会の後人権協の仲間でご苦労さん会をしました。やっぱり大道さんは日本酒が強いし良

く似合う。 

前ページより 

東日本大震災・大津波からの復興を支援す

べく、各種取り組みやイベントでのカンパ活動を

はじめ、人権フォーラム等で被災者をお招きした

シンポジウム、被災者の声を聞くための学習会、

箕面ユネスコ協会主催の「気仙沼の食材とお酒

を楽しむ会」への協力など、箕面市内でさまざま

な取り組みをしてきていますが、まだまだ東北現

地に行っていない人も多くいると思います。 

今年も１０月に東北に行くための準備を今から

行っていき、きちんと被災状況と向き合って、見

ること･聞くこと･体感することをしていきたいと思

います。 

広く人権協に関わっておられる皆様方、「東日

本大震災義援行動」に参加してみませんか！ 

住井すゑの大ベスト
セラー小説をもと
に、真の人間の豊か
さとは何かを問いな
がら、敢然と差別に
抗して立ち上がり、
水平社結成に至る
までの人々の闘いを
描く。 

（1992年作品/139分） 

 

東日本大震災・福島第一
原発事故により、これまで
の生活を奪われた木田節
子さん。分断されていく故
郷を思い、この苦しみを福
島で終わりにさせようと声を
上げ続ける彼女の姿に、同
時代を生きる“私たち”は何
を思い、どう生きるのか？ 

（2013年作品/64分） 

 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

＜アンケートより＞ 

（感想や印象的だったところを一部紹介） 

・自分自身の気持ちをお話しされて聞きやすか

った。 

・交通事故後の体験談が印象に残った。特にリ

ハビリに向き合った時期の話に感動した。 

・前向きな姿勢（人の 3倍努力しようとがんばった

ところ）と明るいキャラが素敵だった。 

・広子さんのように前向きに強く楽しく生きたい思

った。私も人を大切にして生きたい。 

高校３年生の夏

休みに交通事故

で右手右足を失

い、1 年間の治療

後のリハビリ、高校

復学とずっと頑張

＜踊る善福寺＞ 
善福寺に暮らし、
歌い、踊る人々のド
キュメンタリー。韓
国太鼓チャンゴか
ら神楽、江戸かっ
ぽれ、コンテンポラ
リーダンスまで古今
東西のあらゆる踊り
が繰り広げられる。 

イギリス反戦運動のシンボ
ル、ブライアン・ホウと彼の
サポーターたちを、約 1 年
半に渡って追い続けたドキ
ュメンタリー。 
（2011 年 6 月 18 日、肺が
んを患っていたブライアン
さんは永眠されました） 

（2013年作品/42分） 

 

（2009年作品/97分） 

 

スーパーで段ボー
ルを調達し、路上
で寝るホームレス
“見習い”が奮闘
するさまを通じて
公共空間を自分た
ちの手に取り戻そ
うとする、小さな抗
いの記録。 

（2014年作品/16分） 

 

ってきた自分、「頑張られへん、頑張らんでいい」

と思えるようになった自分、そして「ありのままで

いい」とわかってからの自分を、たくさんのエピソ

ードを交えて話してくれました。 

 

タイトル  ～障害者として生きる～ 

      ありのままを見てほしい 

日 時  5月 23日（土）午後４時～５時 30分 

場 所  箕面市立萱野中央人権文化センター 

講 師  大道広子さん 

（人権協障害者市民問題啓発研究部会） 

進 行  前田功さん 

（人権協事務局長） 

参加者 47名 

・「知らないからする否定」という言葉にいろいろ

と考えさせられた。 

・障害者への対応や差別に「それあかん」と言うこ

とで同じ意識、位置に立ったことになるという話。 

・一緒になって「違う、あかん」といってくれることが

すごく力になるという話。 

・自分を出すことによって新しい展開が起こる。 

・大道さんの話を聞いて命の大切さを痛感した。 

・勇気ある生き方にすごいと思った。 

・大道さんの明るさが印象的だった。強い気持ち

で娘さんを生み育て、明るい人生を築いているこ

とに感動した。 

・自分が障害者という意識はなかったが他人の視

線と対応が変わった話、子どもを産み育てる決心

や子育ての話。 

・健常者と障害者には大きな壁があるように見え

て、本当は普通におつきあいすればいいというこ

とを知った。 
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近年、箕面市内で数件の差別落書きが発見さ

れています。いずれも在日韓国・朝鮮人の人たち

や障害者市民の人たちに向けて悪意を持って書

かれたものであり非常に悪質・卑劣な行為です。

こうした差別落書きを決して許さず、今後とも市行

政と連携して人権啓発活動を行っていきたいと考

えます。ご協力よろしくお願いします。 

＜ホームレスごっこ＞ 

 



 

 

 

111分のドキュメンタリーである。 

それも日本のフェミニズムを確かに創って来た

女たちのオンパレードなので、監督も言ってたけ

れど、頭の中が情報と思いが交差して感想はなか

なかまとまらない。 

 その中で私が引っかかったことを書いていこうと

思う。 

まず、14 人の人選は？上野千鶴子推薦による

らしい。トークショーで、関西の人が少なく、あの人

が入ってないなあと思ったがと質問があった。一

人に 3,4時間のインタビューをしたが、使えるのは

7,8 分でと松井監督は言っていた。たくさんの取り

上げられなかった女がいたことは事実でしょう。で

も私は良い人選だったと思う。 

 女性投稿誌の草分け「わいふ」50 周年イベント

で上映した「わいふの 50 年」が、ものすごく分かり

やすいとビックリされ好評だった。そしてわいふの

２代目編集長、田中喜美子から「自分たちフェミニ

ストがしてきたことを記録に残したいから撮って」と

言われたという。100 年後には確かに歴史になっ

ているでしょうから。 

 桜井陽子の話はすごかった！！！  

家事労働はハーフハーフで、他の男と比べる

のではなく私と比べてどうか？でなければダメだと

か、夫が子どもを連れて単身赴任したら、自分が

ものすごく働けると実感したとか。世の中の女がい

かに夫、子どもなどの都合に合わせ隙間で生きて

いるかということ！！！ 

 トークショーには京都の松香堂の小西豊子さん

（81 歳）が来て下さり、「ウィメンズ・ブック・ストア」

の成り立ちを熱く語ってくださった。その中で、

「私、本屋ですけど、アマゾンで本買ってます」と

話され、これからはネットの時代で「ＷＡＮ」という

Ｗｅｂ本屋について取り組んでいることを教えてく

れました。すごい！！！ 

 タイトルは「何を怖れる」だけれど「出てくる人は何

も怖れてない人ばかりで、何も怖れることはないの

よ」と監督がインタビュー中にひらめいたからだそう

です。また、ちゃんとみんな繋がっているのが素敵

と言ってました。 

 私は登場人物の中に、普通の会社で生きた人が

一人もいないことに、フェミニストである難しさを感じ

て帰ってきました。         谷垣文貴子 記 

 

 

70 年代初頭にウーマンリブが始まっ

たころ、映画の中の彼女たちはまだ、

20 代、30 代でした。映画は、フェミニ

ストたちの証言でつづるドキュメンタリ

ーです。出演は、池田恵理子、井上

輝子、上野千鶴子、加納実紀代、駒

沢美喜、桜井陽子、高里鈴代、高橋

ますみ、滝石典子、田中喜美子、田

中美津、中西豊子、樋口恵子、米津

知子の 14名です。 

 

記録的な暑さが続いた 5 月が終わって 6 月に

入るなり、平年より数日早い梅雨入り発表があ

りました。ミニバイク通勤の身には若干つらい

季節の到来です。さて、今年は戦後 70 年、箕

面市が非核平和都市宣言をして 30年となる節

目の年。総会で決定した活動方針、事業計画

に基づきしっかりと取り組みを進めていきたいと

思います。（Ｍ） 

日時  2015年 8月 16日（日） 

     15：00開場 17：00開演 

会場  大阪中之島中央公会堂 

出演  坂田明（サックス） 

林英哲（和太鼓） 

小室等（ボーカル・ギター） 

参加協力（人権協特別割引） 

大人前売り 2,000円 

 

特別割引：大

人前売り券の

お申込み、お

問い合わせは

人権協事務局

までお願いし

ます。 


